
 

◇
つ
ど
い
（
木
曜
日
） 

 

一
月

23
日
（木
）
19
時
～
地
元
議
員
と
の
懇
談 

 
 

 
 

深
沢
達
也
議
員 

  

二
月

27
日
（木
） 

14
時
～
東
町
の
昭
和
史 

 
 

 
 

元
巴
里
院 

駒
形
勝
弘
さ
ん 

  

三
月

27
日
（木
）
14
時
～
防
災
備
蓄
の
知
恵 

 
 

 
 

市
防
災
課
職
員 

参
考
品
展
示
も 

 

◇
も
ち
つ
き
大
会 

一
月

26
日 

九
浦
の
庭 

 
 

11
時
つ
き
始
め 

13
時
終
了 

参
加
無
料 

 

◇
吉
祥
寺
東
落
語
会 

春
風
亭
朝
也 

 
 

 

一
月

28
日

14
時 

木
戸
銭
五
百
円 

 
  ◇

ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
台
湾
４ 

二
月
２
日

14
時
～ 

 
 

吉
祥
寺
在
住
台
湾
出
身 

長
谷
川
東
星
氏 

 
 

 

◇
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト 

三
月
２
日 

 
 

14
時
開
演 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
中
島
ゆ
み
子
氏
他 
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降
る
雪
や 

明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
村
草
田
男 

昭
和
も
遠
く
… 

 
 

 

五
日
市
街
道
、
う
ぐ
い
す
小
路
横
断
歩
道
際

の
「日
の
出
蕎
麦
」に
、
昨
年
九
月
末
日
創
業
以

来

81
年
閉
店
の
貼
紙
が
出
ま
し
た
。
す
で
に
十

二
月

15
日
か
ら
解
体
、
更
地
化
し
ま
し
た
。 

 
 

     

日
の
出
蕎
麦
屋
は
、
昭
和
７
年
あ
の
地
に
開
店
、

本
町
一
丁
目
、
東
町
一
、
二
丁
目
は
勿
論
、
三

丁
目
の
女
子
大
通
り
あ
た
り
ま
で
出
前
し
て
い
ま

し
た
。
女
子
大
通
り
の
増
田
屋
が
昭
和

58
年
に

出
来
る
ま
で
は
、
東
町
で
大
い
に
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
昔
は
冬
場
の
お
客
さ
ん
に
は
鍋
焼
き
の
出

前
が
定
番
で
し
た
。
昭
和
半
ば
ま
で
、
外
食
を
し

な
れ
な
い
奥
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ラ
ー
メ
ン
と

言
え
ば
日
の
出
蕎
麦
屋
の
ラ
ー
メ
ン
。
東
町
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
住
み
着
く
の
と
歩
み
を
共
に
し
た

店
で
し
た
が
、
い
つ
し
か
回
り
を
高
層
ビ
ル
に
囲
ま

れ
＊
終
に
建
替
え
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
ビ
ル
は
、 

10
階
、
１
階
は
和
食
店
の
予
定
で
す
。 

  

お
向
か
い
の
大
谷
石
造
り
、
東
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
池
田
石
材
店
。
赤
い
お
不
動
さ
ん
や
い

る
か
の
噴
水
な
ど
が
な
く
な
り
、
十
二
月
早
々
に

女
主
人
丹
精
の
大
蓮
や
花
鉢
が
片
付
け
ら
れ
た

の
で
、
皆
さ
ん
何
か
あ
る
の
か
と
気
に
さ
れ
て
い

た
の
で
す
が
。 

 

関
東
大
震
災
で
怖
い
思
い
を
し
た
の
で
、
頑
丈

な
家
を
と
震
災
直
後
の
大
正

12
年
十
月
に
造

り
始
め
、
翌
年
完
成
の
石
造
り
建
築
で
す
が
、

耐
震
基
準
の
強
化
も
あ
り
、
補
強
よ
り
解
体
、

建
替
え
を
選
ば
れ
ま
し
た
。
一
月
６
日
に
は
足

場
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
厚
い
石
の
壁
で
、
正
面
の

地
面
す
れ
す
れ
に
あ
っ
た
小
さ
な
窓
で
分
か
る

よ
う
に
地
下
室
が
あ
り
ま
し
た
。
今
野
八
百
屋
の

お
ば
さ
ん
に
よ
る
と
、
地
下
室
は
ひ
ん
や
り
し
て
い

て
、
漬
け
物
の
樽
な
ど
お
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

東
町
の
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
建
物
は
、
昨

年
の
宮
田
重
雄
邸
や
、
明
道
館
北
の
鬱
蒼
た
る

大
木
と
竹
林
の
お
屋
敷
な
ど
の
取
り
壊
し
で
、

鈴
木
道
場
の
柔
道
場
部
分
な
ど
僅
か
な
例
を
除

き
、
表
通
り
か
ら
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
ま
た

裏
通
り
か
ら
も
姿
を
消
し
ま
し
た
。
巴
里
院
さ
ん

も
76
年
の
営
業
を
九
月
に
終
え
ま
し
た
。 

 

既
に
平
成
も
四
半
世
紀
、
昭
和
元
年
か
ら
90

年
、
吉
祥
寺
は
建
替
え
が
と
て
も
多
い
。
九
浦
の

家
だ
よ
り
三
十
数
年
の
取
材
者
の
目
に
も
、
犬

散
歩
つ
い
で
の
街
並
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
の
目
に
も
、

昨
年
の
変
わ
り
様
は
今
ま
で
の
変
わ
り
よ
う
と

は
ど
こ
か
違
う
大
き
な
変
化
と
映
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

除
夜
の
鐘
が
響
く
元
旦
未
明
は
、雲
一
つ

な
く
、翌
２
日
が
新
月
な
の
で
濃
紺
の
空

に
星
が
く
っ
き
り
と
見
え
ま
し
た
。
日
が

変
わ
る
頃
、各
小
路
か
ら
見
上
げ
れ
ば

真
っ
す
ぐ
上
に
大
オ
リ
オ
ン
。 

安
養
寺
さ
ん
の
除
夜
の
鐘
撞
き
は
、１
時

過
ぎ
で
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
を
越
え
る
行
列

で
、撞
く
ま
で
一
時
間
半
か
か
り
ま
し
た
。

初
詣
は
更
に
行
列
で
、午
後
３
時
過
ぎ
て

も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
越
え
の
行
列
。
和
服
姿
は

ち
ら
ほ
ら
で
す
。 

◎
宮
本
小
路
公
園
予
定
地
は
、車
が
尐
な

い
三
が
日
、小
鳥
の
声
が
盛
ん
に
聞
か
れ

ま
し
た
。
公
園
予
定
地
も
霜
柱
。
う
ぐ
い

す
小
路
の
東
の
小
路
で
は
、う
ぐ
い
す
で

な
く
メ
ジ
ロ
を
何
羽
も
確
認
。
ム
ク
ド
リ

は
十
月
半
ば
一
丁
目
の
通
り
の
電
線
に
戻

り
ま
し
た
が
、数
は
激
減
で
す
。 

  

     予告 

謹
賀
新
年 

 

今
年
も
九
浦
の
家
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

事
業
や
教
室
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
浦
の
家
運
営
委
員
一
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
表 

 
 

小
林 

宏 



女子生徒が担架組み立てと搬送。さすがにこたえる 

街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 
   

47
回
む
さ
し
の
地
区
外
環
問
題
協
議
会 

  

学
習
会 

「 
外
環
の
２
」訴
訟
の
５
年
間 

  

「外
環
の
２
」訴
訟
の
５
年
間
に
つ
い
て
十

二
月

13
日
南
コ
ミ
セ
ン
で
、
原
告
代
理
人
弁

護
士
坂
勇
一
郎
さ
ん
が
「何
を
問
う
て
い
る

の
か
」と
、
裁
判
の
経
過
を
報
告
し
ま
し
た
。 

道
路
開
発
と
住
民
の
生
活
＝
住
宅
地
に

40
ｍ
道
路
は
築
い
て
来
た
生
活
を
崩
す
が

そ
れ
だ
け
必
要
か
。
②
東
京
都
の
進
め
方
は

民
主
的
か
。
③
裁
判
所
の
積
極
的
判
断
を

求
め
る
＝
裁
判
所
と
住
民
に
よ
る
行
政

チ
ェ
ッ
ク
ー
の
三
点
。 

 

行
政
行
為
の
う
ち
国
民
の
権
利
や
義
務

に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
、
裁
判
所
が

判
断
す
る
。
都
市
計
画
は
青
写
真
な
の
で
裁

判
所
は
判
断
し
な
い
の
が
こ
れ
ま
で
の
考
え

方
だ
っ
た
が
、
都
市
計
画
決
定
主
体
が
市
町

村
を
中
心
と
す
る
も
の
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

都
市
計
画
に
お
い
て
も
裁
判
所
が
積
極
に

判
断
す
べ
き
と
、
今
主
張
し
て
い
ま
す
。 

 

「外
環
の
２
」裁
判
は
、
「外
環
の
２
」予
定

地
に
住
む
四
丁
目
の
上
田
誠
吉
さ
ん
が
、

平
成

20
年
十
月

16
日
「こ
の
地
に
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
ら
れ
る
は
ず
、
住
み
続
け
た
い
」

と
「外
環
の
２
」の
都
市
計
画
の
廃
止
を
求
め

る
裁
判
を
起
こ
し
、
没
後
は
圭
子
夫
人
が
継

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
録
お
待
ち
く
だ
さ
い
。  

 

第
17
回
「 

武
蔵
野
市
に
お
け

る
地
上
部
街
路
（ 

外
環
の
２
）
に

関
す
る
話
合
い
の
会
」 

  

25
年
十
一
月
７
日
商
工
会
館
市
民
会
議

室
で
行
わ
れ
、
15
回
の
外
環
の
地
上
部
街

路
に
つ
い
て
の
濱
本
氏
の
主
張
に
対
す
る
東

京
都
の
回
答
に
つ
き
、
再
び
数
点
を
指
摘
、

確
認
し
ま
し
た
。 

・説
明
に
使
わ
れ
る
断
面
図
は
昭
和

41
年

年
当
時
に
国
・都
が
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
事

を
認
め
よ
。 

・都
の
「外
環
の
２
都
市
計
画
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
部
を
構
成
す
る
と
共
に
…
外

環
本
線
の
計
画
と
整
合
す
る
よ
う
に
計
画

さ
れ
」の
整
合
の
意
味
は
？ 

・外
環
に
よ
る
立
ち
退
き
対
象
者
の
生
活
再

建
制
度
だ
が
、
本
線
地
下
化
で
大
深
度
法

が
適
用
さ
れ
て
も
、
計
画
線
上
の
住
民
は
建

築
制
限
が
解
除
さ
れ
な
い
た
め
不
利
を
被

り
続
け
て
い
る
。 

・石
原
知
事
の
記
者
会
見
の
内
容
が
ど
う
引

き
継
が
れ
て
い
る
か
。 

・
PI
委
員
で
あ
っ
た
濱
本
に
対
し
、
外
環
計

画(

本
線
、
道
路)

は
機
能
は
ち
が
っ
て
も
一

体
で
あ
る
と
い
う
指
導
が
あ
っ
た
が
引
継
は

あ
る
か
？ 

  

古
谷
構
成
員
か
ら
、
議
事
録
を
精
読
す

れ
ば
濱
本
主
張
に
整
合
性
が
あ
る
。
中
村
・

西
村
構
成
員
か
ら
、
国
の
本
線
地
下
化
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
壊
す
の
を
避
け
る
と
い
う
理
由

と
、
都
の
外
環
そ
の
２
計
画
を
残
す
こ
と
は

矛
盾
す
る
。
国
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
は
ご
く
自
然
に
本
線
が
地
下
化
す
れ

ば
上
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
―
と
の
意
見
が

あ
り
、
ま
た
、
多
く
の
住
民
に
知
ら
す
、
意

見
を
聴
く
会
が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。 

 

終
盤
、
武
蔵
野
地
区
の
外
環
の
２
に
つ
い
て

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
20
年
に
は
物
理
的
に

出
来
な
い
と
の
東
京
都
の
見
解
が
示
さ
れ
ま

し
た
。 

 

次
回
第

18
回
は
三
月
か
四
月
中
旬
で
調

整
中
で
す
。 

 

十
二
月
１
日 

三
中
校
庭
で 

初
動
訓
練
を
兼
ね
た
防
災
訓
練 

三
中
生
、
多
数
が
活
躍 

  

十
二
月
１
日
第
三
中
学
で
、
初
動
訓
練
を

兼
ね
た
東
部
防
災
会
の
災
害
時
避
難
所
開

設
運
営
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
中
学
生
の
参
加
が
一
段
と
増

え
、
ま
た
、
任
さ
れ
た
部
分
も
あ
っ
て
、
苦

労
し
つ
つ
も
気
付
き
な
が
ら
技
術
や
段
取
り

を
会
得
し
て
い
く
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

備
蓄
倉
庫
の
用
具
は
、
市
の
担
当
者
も
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
は
扱
い
方
が
分
ら
な
い
物

も
あ
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
時
、
「そ
れ
前
に
や
っ

た
こ
と
あ
る
か

ら
知
っ
て
る
」

と
い
う
仲
間
を

増
や
し
て
い
く

こ
と
が
最
大
の

身
構
え
に
な

る
か
も
し
れ
ま

す
ん
。 

ま
し
た
。
無
事
抜
け
て
大
事
な
し
。
病
院
に
行
っ

て
い
る
間
に
東
町
駐
在
さ
ん
が
子
ど
も
自
転
車

を
自
宅
に
届
け
て
く
れ
、
親
御
さ
ん
が
大
感
謝
。 

◎
十
二
月

18
日

16
時
半
ご
ろ
、
本
田
北
公
園

で
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
に
「 

怪
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ダ
ン
ス
の
発
表
会
に
使
う
の
で
子

ど
も
の
声
を
録
音
し
た
い
。 

名
前
を
教
え
て
く

れ
た
ら
水
晶
の
玉
を
あ
げ
る
」
と
い
う
男
。
子
ど

も
は
断
り
、
近
く
に
い
たPT

A

が

110
番
通
報
。 

◎
同

19
日
西
久
保
で
一
年
生
を
自
動
車
に
よ

る
連
れ
去
り
未
遂
。
暮

30
日
に
逮
捕
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
緊
急
情
報
は
武
蔵
野
学
校
緊
急

メ
ー
ル
で
保
護
者
の
携
帯
に
配
信
さ
れ
ま
す
。 

◎
暮
の

25
日
吉
祥
寺
駅
周
辺
歳
末
パ
ト
ロ
ー

ル
集
合
直
前
の
17
時
半
頃
、
消
防
車
が
次
々
南

へ
。
十
一
月

15
日
開
店
し
た
ば
か
り
の
井
の
頭
通

り
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
２
階
の
小
火
で
し
た
。
19
時
に

は
何
事
も
無
か
っ
た
よ
う
に
営
業
。
ド
ン
キ
は
各

階
の
従
業
員
は
１
名
と
聞
き
ま
し
た
。 

◎
暮

25
日

22
時
過
ぎ
〃宮
本
小
路
に
パ
ト

カ
ー
３
台
。
う
ぐ
い
す
小
路
中
程
で
の
酔
っ
ぱ
ら

い
に
よ
る
街
頭
消
火
器
粉
霧
で
し
た
。 

◎
十
一
月
の
本
宿
コ
ミ
セ
ン
祭
り
は
、
地
域
の
方

や
小
中
学
生
の
作
品
展
示
に
混
じ
り
〃地
域
猫

の
会
や
ク
リ
ー
ン
武
蔵
野
を
進
め
る
会
の
展
示

が
目
を
惹
き
ま
し
た
。 

◎
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
、
宮
本
小
路
か
ら

美
大
通
り
へ
の
東
西
通
り
と
美
大
通
り
で
、
耐

震
・耐
食
性
ガ
ス
本
管
と
の
入
れ
替
え
工
事
が

続
い
て
い
ま
す
。
地
震
で
被
害
が
発
生
し
て
も
、

供
給
停
止
区
と
供
給
継
続
地
区
に
分
け
ら
れ
る

よ
う
低
圧
導
管
網
を

101
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
ま

す
。
口
径

10
㌢
ほ
ど
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
。 

◎
十
二
月

16
日
に
は
、
吉
祥
寺
大
通
り
の
T

字
路
ほ
か
五
日
市
街
道
の
、
歩
行
者
用
信
号
の

付
け
替
え
工
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

井
部
さ
ん
逝
く 

 

九
浦
30
周
年
当
時
の
代
表
で
、
銀
友

会
の
会
長
や
武
老
連
の
お
世
話
も
な

さ
っ
て
い
た
井
部
文
哉
さ
ん
が
、
十
二
月

28
日
夜
な
く
な
り
ま
し
た
。
東
町
で
生

ま
れ
、
東
町
を
愛
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
動
を
生
活
そ
の
も
の
の
よ
う
に
や
っ
て

こ
ら
れ
た
方
で
し
た
。
残
念
で
す
。
合
掌 

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
見
る
間
に
上
達 



街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 

 
 
 

◎
オ
リ
ジ
ン
東
に
歌
舞
伎
座
近
く
の
築
地
海
鮮
ワ

ン
コ
イ
ン
「 

丼
丸
」
が
、
十
二
月

21
日
開
店
。 

◎
多
奈
加
亭
あ
と
は
ド
ー
ナ
ツ
工
場
に
。
深
夜
作

業
で
朝
６
時
に
は
出
荷
。
24
時
に
行
く
と
揚
げ
た

て
が
買
え
ま
す
が
１
時
間
で
完
売
だ
そ
う
で
す
。 

◎
吉
祥
寺
大
通
り

T
字
路
フ
ァ
ミ
マ
３
階
に
、
ス

キ
ン
リ
フ
ァ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（ 

美
容
皮
膚
科
） 

◎
四
軒
寺
藤
井
古
書
東
「 

わ
じ
ま
」
閉
店
。 

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
二
階
歯
科
十
二
月

25
日
撤
退 

◎
十
月

25
日
本
宿
小
で
２
年
に
わ
た
る
防
災
教

育
の
充
実
研
究
事
業
の
成
果
「 

危
険
を
予
測
し
、

回
避
で
き
る
児
童
の
育
成
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

各
学
年
と
も
、
子
ど
も
が
真
剣
な
取
組
み
ぶ
り
。 

遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
仙

台
市
立
八
乙
女
小
の
六
年
生
と
校
長
と
交
歓
し

ま
し
た
。
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
が
皆
「 

誰
か
の

役
に
立
つ
人
に
な
り
た
い
」
と
。 

◎
十
月

25
・
26
日
は
第
三
中
学
く
ぬ
ぎ
祭
。
も
ち

ろ
ん
吹
奏
楽
は
す
ご
い
。で
も
家
庭
科
レ
ポ
ー
ト
や

「 

未
来
の
世
界
を
創
る
も
」興
味
深
い
で
す
。 

◎
十
一
月

16
日
本
宿
小
は
と
の
子
発
表
会
は
、

成
長
す
る
と
は
こ
う
い
う
事
だ
と
確
認
さ
せ
ら
れ

ま
す
。六
年
生
の
劇
は
到
達
点
で
出
発
点
。 

◎
十
一
月

24
日
美
化
運
動
の
後
、
青
尐
協
に
よ

る
本
宿
小
体
育
館
で
の
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
。
先
生

方
も
大
勢
参
加
さ
れ
る
。
今
年
の
目
玉
は
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
で
、
ジ
グ
ザ
グ
に
並
ぶ
バ
ケ
ツ
だ
け
で
な

く
物
を
手
渡
し
で
運
べ
る
実
用
的
な
方
法
で
す
。

恒
例
の
本
宿
小
◯×

ク
イ
ズ
は
、「 

運
動
会
で
副

校
長
は
バ
ケ
ツ
を
か
ぶ
っ
た
か
」
。
副
校
長

と
お
母
さ
ん
一
人
対
残
り
全
員
。
そ
う
で

す
。か
ぶ
っ
た
の
は
水
で
、バ
ケ
ツ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
最
期
は
参
加
券
番
号
に
よ
る
子
ど

も
を
守
る
家
を
引
き
受
け
て
く
れ
て
い
る

お
店
提
供
品
の
引
換
券
で
歓
声
し
き
り
。 

◎
十
一
月
中
旬
本
田
北
公
園
の
遊
具
の
隙 

間
に
男
の
子
の
足
が
挟
ま
り
救
急
車
が
来

 大
貯
留
槽
作
業
時
間
延
長 

「 

嫌
」
と
言
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
ー

と
言
い
た
い
が
… 

そ
の
上
気
掛
り
な
地
面
の
割
れ
目 

  

十
月

18
日
下
水
道
建
設
協
議
会
と
工
事

連
絡
会
の
合
同
会
議
が
開
か
れ
、
工
事
の

大
幅
な
遅
れ
を
挽
回
す
る
た
め
、
市
担
当

課
と
請
負
者
の
フ
ジ
タ
・奥
村
組
・三
栄
建

設
共
同
企
業
体
か
ら
、
工
事
時
間
の
延
長

と
一
部
土
・日
に
工
事
を
さ
す
て
欲
し
い
と

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
作
業
員
不
足
、
台

風
で
作
業
中
断
な
ど
の
他
に
ロ
ー
ム
層
で

ケ
ー
ソ
ン
が
安
定
す
ず
、
ま
た
粘
性
が
強
い

土
質
で
搬
出
に
手
間
取
っ
た
の
が
理
由
。 

 

た
だ
で
さ
え
工
事
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
計
画
の
期
限
で
あ
る
今
年
度
＝

26
年
三
月
末
日
ま
で
に
、
地
上
部
管
理
棟

や
設
備
は
遅
れ
て
も
、
貯
留
槽
本
体
だ
け

は
完
成
す
る
の
が
国
の
補
助
金
条
件
と
言

わ
れ
、
激
し
い
や
り
取
り
の
末
、
や
む
な
く

認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
４
ロ
ッ
ト

分
が
沈
下
、
工
期
は
５
ヶ
月
の
遅
れ
で
す
。 

 

今
ま
で
日
曜
日
の
工
事
は
１
回
で
す
が
、
８

時
か
ら

19
時
ま
で
の
土
の
搬
出
を
効
率
的

に
行
う
た
め
、
後
片
付
け
な
ど

22
時
ま
で

作
業
が
あ
り
22
時
半
作
業
員
退
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

十
二
月

10
日
前
後
、
美
大
通
り
出
口
か

ら
西
へ
十
数
ｍ
、
分
水
人
孔
の
た
め
の
道
路

を
は
つ
り
ま
し
た
。
昼
間
工
事
の
た
め
、
夜

埋
め
戻
し
朝
掘
り
返
す
の
で
、
渋
滞
は
避
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
繰
り
返
し
の
騒
音
で
す
。 

ト
ラ
ッ
ク
は
美
大
通
り
を
東
ゲ
ー
ト
ま
で
逆

走
し
ま
す
。
分
水
人
孔
工
事
の
た
め
歩
行

者
は
一
端
信
号
で
北
へわ
た
り
ま
す
。 

 

住
民
に
と
っ
て
心

配
な
事
態
が
発

生
し
ま
し
た
。
美

大
通
り
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
と
道
路
の

境
目
に
割
れ
目

（写
真
②
③
）、
西

隣
接
家
屋
の
建
物

と
テ
ラ
ス
の
間
に

７
㌢
の
隙
間
①
＊

西
側
道
路
の
L
字
側
溝
と
の
間
の
十
数
ｍ

に
わ
た
る
く
隙
間
＊
南
側
の
花
壇
の
土
の
へ

こ
み
、
電
柱
の
傾
き
④
、
下
水
土
管
の
ひ
び

な
ど
で
す
。
住
民
は
ケ
ー
ソ
ン
工
法
に
よ
る

地
面
の
引
き
込
み
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。 

 

最
終
的
な
完
成
は
今
年
の
十
月
が
目
処
。 

十
二
月
の
つ
ど
い
か
ら 

こ
の
一
年
街
は
ど
う
変
わ
っ
た
か 

 

15
名
の
参
加
者
が
一
回
り
一
分
ス
ピ
ー
チ

を
行
い
ま
し
た
。
犬
の
散
歩
が
て
ら
街
の
移

ろ
い
を
観
察
す
る
方
が
沢
山
い
ま
す
。 

共
通

し
て
語
ら
れ
た
の
は
、
東
町
の
高
齢
化
。 

・住
ん
で
い
な
い
家
の
増
加
。
切
っ
た
庭
木
の

枝
が
積
ま
れ
、
火
を
付
け
て
く
だ
さ
い
み
た

い
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
で
も

25
年
は
建
替

え
、
新
築
が
目
立
っ
た
。
工
務
店
は
二
月
ま

で
い
っ
ぱ
い
だ
そ
う
で
、
受
注
し
て
も
人
手
と

資
材
が
手
に
入
ら
な
い
そ
う
で
す
。 

・犬
の
散
歩
で
犬
友
が
増
え
る
。
お
じ
さ
ん

の
夕
方
散
歩
は
一
人
で
は
怪
し
げ
で
も
、
犬

連
れ
な
ら
で
き
る
。
東
町
の
散
歩
は
四
季

折
々
の
樹
木
や
草
花
が
見
ら
れ
て
良
い
。 

・九
浦
だ
よ
り
配
布
を
し
て
い
る
が
、
新
し
い

家
が
建
ち
、
分
割
さ
れ
、
地
図
と
ず
れ
て
い

く
。
情
報
書
き
込
み
用
紙
を
提
案
し
た
い
。 

女
子
大
通
り
の
拡
幅
が
右
折
ラ
イ
ン
用
と
い

う
が
、
そ
の
先
の
計
画
は
ど
う
な
の
か
。 

・吉
祥
寺
駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
足
す

た
び
に
酷
く
な
っ
て
け
ば
け
ば
し
い
。 

・世
代
交
代
で
な
く
、
売
ら
れ
て
家
が
建
つ
。 

・買
い
物
が
大
変
に
な
っ
た
の
か
、
東
十
一
小

路
で
何
年
も
車
止
め
の
番
を
し
て
い
る
が
、

生
協
や
三
浦
屋
な
ど
の
配
送
車
が
増
え

た
。
若
い
人
も
自
転
車
が
置
け
な
い
か
ら
。

東
町
は
買
い
物
過
疎

だ
よ
。
街
づ
く
り
で
何

と
か
な
ら
な
い
か
。 

・サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街

上
か
ら
見
る
と
昔
の

ま
ま
の
街
で
す
よ
。 

つ
ど
い
へ
ど
う
ぞ
！ 

か
ま
く
ら
が
で
き
た
よ 

① ② ③ ④ 
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▼
新
年
５
日
臨
時
運
営
委
員
会

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
自
己
点

検
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

16

名
他
、
点
検
票
事
前
提
出
者
８
。 

▼
十
一
月
太
極
拳
秋
教
室
開
始
。 

ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
台
湾
編
４ 

 
「 

二
つ
の
故
宮
を
巡
っ
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
野
島
剛
朝
日
新
聞
前
台
北
支
局
長
・国
際 

 
 

 

編
集
部
次
長 

十
一
月
１
日

14
～

17
時 

  

「故
宮
問
題
は
、
美
術
品
が
素
晴
ら
し
い
と
い

う
話
で
終
わ
ら
な
い
。
日
中
、
台
湾
の
歴
史
は
故

宮
を
通
し
て
理
解
し
易
く
、
ア
ジ
ア
の
歴
史
が
分

か
る
。
二
つ
の
故
宮
は
故
宮
問
題
の
本
質
を
物
語

る
。
台
北
と
北
京
に
同
名
の
博
物
館
が
二
つ
、
展

示
内
容
も
中
華
の
み
と
同
じ
な
の
に
並
立
し
て
い

る
と
は
何
な
の
か
。
こ
の
疑
問
か
ら
私
の
故
宮
は

始
ま
っ
た
」 

 

「故
宮
博
物
院
」は1925

年
の
辛
亥
革
命
で
う

ま
れ
た
漢
民
族
に
よ
る
中
華
民
国
が
、
中
国
歴

代
皇
帝
が
収
集
愛
蔵
し
た
文
物
を
紫
禁
城
に
集

め
て
生
れ
る
。
こ
れ
ら
文
物
は1931

年
か
ら1945

年
、
上
海
事
変
や
日
本
の
華
北
侵
出
の
活
発
化

で
、
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
を
恐
れ
、
１
万
㌔

に
及
ぶ
馬
車
や
舟
に
よ
る
危
険
な
旅
に
出
る
。

湖
南
省
で
は
空
爆
３
時
間
前
に
出
発
な
ど
神
懸

か
り
的
だ
が
、
一
品
も
失
わ
れ
ず
守
ら
れ
た
。 

 

文
物
が
蒋
介
石
に
よ
り
台
湾
に
渡
る
ま
で
の
、

推
理
小
説
を
凌
ぐ
ス
リ
リ
ン
グ
な
内
容
は
、
野
島

さ
ん
の
著
書
を
読
ん
で
欲
し
い
。 

 

故
宮
は
美
術
的
な
価
値
よ
り
中
華
民
族
苦
難

の
歴
史
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
中
台
分
断
後
は
中

国
正
当
の
政
権
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
中
国
は
万

世
一
系
で
な
い
。
王
朝
が
倒
れ
次
の
王
朝
の
正
当

性
が
問
わ
れ
る
と
き
、
中
華
の
文
物
を
集
め
持

ち
＊
愛
で
る
事
、
そ
れ
を

正
史
と
し
て
書
き
留
め
る

こ
と
が
権
力
者
の
正
当
性

の
証
明
と
な
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
国
共
内
戦
の
最
中
、
毛 

九
浦
の
家
バ
ス
研
修
は
国
宝
鑁
阿
寺
へ 

  

足
利
尊
氏
を
輩
出
し
た
足
利
氏
の
本
拠
地
は
、

下
野
国
足
利
荘
、
現
在
の
栃
木
県
足
利
市
。
中

世
に
築
か
れ
た
足
利
氏
の
邸
宅
跡
が
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
敷
地
に
鑁
阿
寺(

ば
ん
な
じ)

が
あ
り

ま
す
。
昨
年
八
月
、
鑁
阿
寺
の
本
堂
が
全
国

218

件
目
の
国
宝
建
造
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
古
来
の
建
築
様
式
で
あ
る
「和
様
」に
加
え
、

鎌
倉
時
代
初
期
に
宋
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
「禅
宗

様
」の
要
素
を
採
り
入
れ
た
「折
衷
様
」と
し
て
、

そ
の
後
の
日
本
建
築
の
発
達
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。 

 

 

本
堂
前
の
樹
齢
六

百
年
の
巨
大
イ
チ
ョ

ウ
は
黄
葉
の
真
っ
た

だ
中
。
境
内
に
は
昔

足
利
一
族
が
使
っ
た

井
戸
が
残
っ
て
い
ま

す
。
角
を
接
す
る
よ

う
に
足
利
学
校
が
あ

り
爽
や
か
な
場
所
で

し
た
。
た
だ
、
駅
に
至

る
街
中
は
人
通
り
も

尐
な
く
静
か
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
店
も
多
い
。 

 

足
を
の
ば
し
て
障
害
者
の
自
立
施
設
と
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
あ
る
コ
コ
フ
ァ
ー
ム
へ。
こ
の
施
設
と
、
「こ
こ

ろ
み
学
園
」創
建
以
来
の
考
え
方
と
方
針
は
骨

太
で
す
。
園
長
だ
っ
た
川
田
昇
さ
ん
は
３
年
前
に

な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

    

つ
ど
い
へ
ど
う
ぞ 

  

十
一
月
つ
ど
い
で
は
田
川
準
備
室
長
を
招
き
境

の
旧
西
部
図
書
館
あ
と
に
出
来
る
「歴
史
資
料

館(

仮)

開
設
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
慎
重
に
丁

寧
に
準
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
残
っ
て
い
る

江
戸
時
代
の
文
書
な
ど
が
第
一
で
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
歴
史
資
料
館
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。 

 

中
島
飛
行
機
工
場
及
び
そ
の
た
め
に
受
け
た

爆
撃
な
ど
戦
争
資
料
も
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

  
十
月

30
日
「地
元
市
議
に
聞
く
」は
、
小
美
濃

安
弘
氏
。
地
域
で
話
を
聞
く
大
事
さ
を
痛
感
と

の
感
想
で
す
が
、
東
町
は
、
外
環
、
二
丁
目
道
路

問
題
、
下
水
合
流
改
善
貯
留
槽
問
題
な
ど
、
本

当
に
難
問
が
次
々
生
じ
て
い
ま
す
。
。 

 

一
月

23
日
深
澤
氏
に
聞
き
ま
す
。 

 

十
二
月
つ
ど
い
の
記
事
は
二
面
に
あ
り
ま
す
。 

     

▼
十
一
月
３
日
九
浦
の
家
フ
リ
マ
。
来
館
者
は

250
弱
。
い
つ
も
よ
り
尐
な
め
で
し
た
。
今
後
喫
茶

の
お
菓
子
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
成
分
表
示
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
九
浦
ブ
ー
ス
の
10
円
コ
ー

ナ
ー
は
、
ほ
か
の
出
店
者
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

よ
う
な
の
で
、
次
回
は
お
休
み
に
し
ま
す
。 

▼
十
一
月

12
日
午
後
武
蔵
野
消
防
署
の
査
察

が
あ
り
ま
し
た
。 

▼
初
級
囲
碁
教
室
の
大
窪
教
海
先
生
、
長
年
の

教
育
界
で
の
功
績
に
よ
り
瑞
寳
雙
光
章
を
受
勲 

▼
十
一
月

20
日
春
風
亭
朝
也
落
語
会
。 

▼
一
月

13
日
武
蔵
野
市
成
人
式
。
九
浦
の
窓

口
担
当
運
営
委
員
に
も
新
成
人
。
ち
な
み
に
今

年
の
誓
の
言
葉
は
三
中
出
身
大
日
方
君
で
し
た
。 

▼
ホ
ー
ル
の
高
天
井
の
蛍
光
管
を
全
部
入
替
え

ま
す
。 

▼
停
電
時
に
備
え
、
各
部
屋
に
非
常
灯
を
設
置 

▼A
E
D

の
更
新
を
機
に
運
営
委
員
が
使
い
方
を

再
度
学
習
し
な
お
し
ま
し
た
。 

▼
労
作
「運
営
委
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
委
員
配
布 

▼
男
子
ト
イ
レ
と
誰
で
も
ト
イ
レ
と
、
女
子
ト
イ

レ
の
位
置
を
入
れ
替
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
検
討
中
で
す
。 

▼
ロ
ビ
ー
冷
水
器
老
朽
化
の
た
め
撤
去
し
ま
す
。 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
回
復
し
ま
し
た
。
九
浦
の
家
ラ

イ
ブ
ド
ア
ブ
ロ
グ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
九
浦
の
家
（吉
祥
寺
東
コ
ミ
）の
運
営
委
員
を

や
っ
て
み
ま
す
ん
か
。
ご
一
緒
に
活
動
し
て
く
だ

さ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
求
む
！
九
浦
だ
よ
り
への
情
報
提
供
者 

九
浦
の
家
窓
口
へお
出
で
く
だ
さ
る
か
電
話
で
。 

吉祥寺東コミュニティセンター ０４２２-２１－４１４１  higasi-c@parkcity.ne.jp 

沢
東
と
蒋
介
石
は
文
化
に
関
し
て
も
戦
い
、
蒋

介
石
は
中
華
文
物
の
粋
を
自
ら
の
本
土
復
帰
ま

で
台
湾
に
避
難
さ
す
る
。
だ
か
ら
初
期
の
博
物

院
は
博
物
館
と
い
う
よ
り
倉
庫
の
よ
う
だ
っ
た
。 

 

報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
京
国
立
博
物
館

六
月
〜
九
月
、
九
州
国
立
博
物
館
十
月
～
十

一
月
と
半
年
に
及
ぶ
期
間
・場
所
と
も
異
例
の

「台
北
故
宮
博
物
院
展
」が
開
催
さ
れ
る
。
開
催

ま
で
の
長
い
長
い
文
化
的
、
政
治
的
な
水
面
下
の

交
渉
の
裏
事
情
は
、
身
を
乗
り
出
す
面
白
さ
で
し

た
。 

↓ワインの試飲     ↑ 国宝鑁阿寺本堂 


